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( 1 )  シ ス テ ム コ ス ト  ― 「 追 加 費 用 」 を 積 み 上 げ る 手 法  

1 ) 概 要 ： シ ス テ ム コ ス ト は 、 発 電 量 当 た り の コ ス ト で

あ る 均 等 化 発 電 原 価 （ L C O E ） に 、 L C O E で 考 慮 し て い

な い 追 加 費 用 を 積 み 上 げ て 、 電 力 シ ス テ ム 全 体 で 経 済

性 を 評 価 す る 手 法 で あ る ① 。追 加 費 用 は 、① 系 統 費 用 、

② 供 給 力 維 持 費 用 、 ③ 調 整 力 提 供 費 用 で あ る 。 ① は 再

エ ネ 電 源 の 系 統 へ の 接 続 費 用 や 、 系 統 の 増 強 ・ 延 長 費

用 で あ る 。 ② は 再 エ ネ の 出 力 増 加 に 伴 う 火 力 発 電 所 の

設 備 利 用 率 の 低 下 や 、 蓄 電 池 の 費 用 で あ る 。 ③ は 再 エ

ネ の 出 力 変 動 を 補 う 火 力 や 揚 水 の 出 力 調 整 費 で あ る 。  

 

2 ) 留 意 点 ： シ ス テ ム コ ス ト は 、 電 力 シ ス テ ム 全 体 を 評

価 対 象 と す る た め 、 個 々 の 発 電 所 の 評 価 に は 向 い て い

な い こ と に 留 意 す る ② 。 ま た 、 電 源 構 成 や 系 統 等 の シ

ス テ ム の 想 定 に よ っ て 費 用 に 差 が 生 じ る こ と ③ に 留 意

す る 。  

 

① １文が長く読みづらい印象を受けます。文を１度切ると良いでしょう。→「システムコストは、電

力システム全体で経済性を評価する手法である。コストの算定にあたっては、均等化発電原価

（LCOE）に追加費用を積み上げる。」 

② 前回は良いとしましたが追加費用の内容を改めて見ると、追加するものは個々の発電所では検討の

しようがないものばかりです。そもそも個々の発電所でこの手法を用いることは想定されないと思

います。留意点と言えるか疑義があります。 

③ 費用に差が生じるから、比較評価するのではないのですか。これは、適用上の留意点と言えるか疑

義があります。 
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( 2 )  価 値 調 整 済 み L C O E  ― 「 価 値 」 を 差 し 引 く 手 法  

1 ) 概 要 ： 価 値 調 整 済 み L C O E （ V A L C O E ） は 、 ① 時 間 ご

と に 異 な る 電 力 の 価 値 、 ② 調 整 力 と し て の 価 値 、 ③ 容

量 と し て の 価 値 を L C O E か ら 調 整 し た 費 用 に よ り 、 各

電 源 の 経 済 性 を 評 価 す る 手 法 で あ る 。 価 値 の 調 整 は 、

市 場 の 平 均 価 値 か ら 当 該 電 源 の 価 値 を 差 し 引 い た 値 を 、

L C O E に 加 算 す る こ と で 行 う ④ 。  

2 ) 留 意 点 ：  V A L C O E で 求 ま る 費 用 は 、 電 力 シ ス テ ム 内

に お け る 各 電 源 の 競 争 力 を 比 較 す る た め に 用 い る も の

で あ り 、 電 気 事 業 者 が 実 際 に 負 担 す る 費 用 と は 異 な る

点 に 留 意 す る 。                以 上  

 
④ →「に加算する」または「への加算により行う」 


